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追従性が失われるため、まずはモジュールにより
実現する。
　Maharaのバージョン1.4においてはメニュー
構造が見直され、使いやすくなっている。しか
しながらインターフェースの複雑性は残ってお
り、使いなれるまでには時間がかかるものと思わ
れる。インターフェース改良の方針としては、高
等教育機関の教育に合ったものに変更する点が
第一である。そのためには授業実践の事例を集
め、それを分析することにより授業に必要な機能
を割り出すことが必要である。現時点では機能の
割り出しは実施していないが、おおまかには「個
人ユーザ」向けと「グループユーザ」向けのイン
ターフェースをプラグインで作成するつもりで
ある。個人とグループの２種類用意する理由と
しては、それぞれの状況や場面によって最適な
インターフェースも異なるといった考えである。
Mahara1.4においてもインターフェースのカス
タマイズは行えるようになっている。しかし、表
示する項目を減らしたりするのみで、画面構成な
どを大きく変えることはできない。改良後の画
面構成などの詳細は未定だが、ログイン直後の画
面などにリンクを設置し、そこから専用のイン
ターフェースへ移行できるようにする。ユーザが
Maharaのインターフェースの代わりにこの専用
のインターフェースを使用し作業を行えるように
する。これにより、当面はMahara本体に大きく
手を加えことなく、インターフェースの改良を行
うことができる。
４．まとめと今後の課題
　本稿では、まず、eポートフォリオの現状を述
べた。Fレックスプロジェクト上でeポートフォ
リオとして採用しているMaharaの問題点を延
べ、そのインターフェースの改良について検討し
た。研究会を開催してMaharaの問題点を教員や
学生から聞いた結果、インターフェース上に問題
